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研究成果の概要（和文）：イギリス経済史において、労働者とは暗黙裡に男性・成人・白人・法律上、身分上自
由な)・賃金労働者と想定されているが、実際にはこの属性と異なった労働者がさまざまな制約のもとで働いて
いた。異なった属性を持つ労働者が受ける制約に着目して、彼（彼女）らを「不自由な」労働者と定義し、５つ
の時空間における労働者の働き方・状況（奴隷、働いていない男性、児童、南アの黒人労働者、難民）の実証分
析と３点の言説（懲役刑の意味、工場法とジェンダー、ニュー・リベラリズム）をそれぞれ分析した。その結
果、自由労働イデオロギーを押し付けられ「不自由な」労働者がディーセントな労働と生活の実現を妨げられる
状況があきらかになった。

研究成果の概要（英文）：In conventional labour history, a worker has been supposed to be a male, 
adult, British-born white and not-coerced wage labourer. Many divergent people have been working 
under many restrictions in Britain and throughout the Empire. We have defined them as ‘unfree’ 
workers. Together with five case studies (slaves in the Caribbean plantations, non-working males 
appeared in the 1951 Census, young boys and girls in the late 19th century, black workers in South 
Africa and refugee workers from East Europe in the late 1940s), we have focused on three discourses 
concerning ‘free’ and ‘unfree” (convict labour in 1830s, factory acts in the first half of the 
19th century and construction of gender, and the emergence of new liberalism and social research of 
East End by Beatrice Potter Webb in 1890s). The ‘free labour ideology’, which places supreme value
 on labour based on contracts based on so-called free will, enforced those ‘unfree’ workers 
deprived of decent work and life from them.

研究分野： イギリス経済史

キーワード： 不自由労働　自由労働イデオロギー　自由主義　奴隷　児童労働　男性稼ぎ主モデル　ジェンダー　イ
ギリス帝国

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
イギリスとイギリス帝国を題材としているが労働史における共通する課題を扱っている。「不自由な」労働者が
属性ゆえに働く上で大きく制約を受け、低賃金労働に固定化される実態と政府、社会による創出過程や言説、思
想を分析することによって、奴隷制度廃止以降の歴史において社会、経済の要請によってさまざまな「不自由
な」労働者が創出された状況を示した。従来、イギリス人男性労働者の経験を普遍的としてきた経済史・労働史
の多面的検討の必要性を示したことが学術的意義である。現代においても児童労働など不自由労働者に関する問
題が深刻であり、こうした問題の社会経済的背景への視座を得ることを可能にすることが社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
1. 研究開始当初の背景 

本研究は研究代表者がこれまで⾏ってきた 20 世紀イギリスにおける⼥性労働の歴史、（⼥性）
移⺠の労働の歴史から着想を得た。経済学、経済史学が所与としてきた近代の「⾃由な」労働者
は「法的・制度的に地理的移動や労働移動を制限されない」「⽩⼈」「成⼈」「男性」労働者であ
った。しかし、現実には、これらと異なった属性を持つ多くの労働者が働いている。彼ら、彼⼥
たちはその属性ゆえに「⾮-標準=不⾃由」であり労働市場において不利を被る。⼀⽅、彼らは特
定の場⾯において需要され、労働市場に位置づいてきた。では、なぜ、特定の属性を持った⼈々
が特定の場⾯で必要とされながらも、第⼆級の労働者、低賃⾦労働と位置づけられ、時には労働
移動を制限され（特定の労働を⾏う者に発給される⼊国ヴィザによる制約など）、さらには⼈権
さえも奪われる（奴隷など）のか、これが本研究の当初の問題設定である。 

学術的背景は以下のとおりである。過去の労働者は経済学が想定する「⾃由な⾏為者(フリー・
エージェント;free agent)」のみではないという指摘は従来からなされてきた。奴隷の経済史上の
位置づけは、いわゆるウィリアム・テーゼ以降、さまざまに議論された。池本幸三らは「近代奴
隷制度の遺産」として、契約移⺠や植⺠地におけるネイティヴ労働者の創出過程に触れ、その意
義を「近代資本主義の労働が⾃由な賃労働であるという主張を相対化するもの」と指摘した。森
建資は近代以前の雇⽤関係であるマスター・サーヴァント関係が近代雇⽤関係の底流にあると
主張した。 

⼀⽅、⼥性労働や児童労働が経済の中で果たした役割については、近年多くの研究成果が現れ
ているが、⼥性労働研究なら⼥性の労働のみ、児童労働ならば児童の労働を倫理的、教育的、⼈
的資本蓄積の視点から⾒る研究が多い。さらに児童労働については、児童が⼯場法で労働時間の
制限を受けるようになったことや、教育を受けるようになったことを是認し、児童が働くことの
家計への意味や教育を受けた後の状況については⼗分に研究されていない。 

イギリス帝国における囚⼈労働や流刑という形の労働移動については、近年、クレア・アンダ
ーソンが⽐較植⺠地史研究の視点から、本国から植⺠地、およびインドや⾹港から東南アジア、
環インド洋の植⺠地間囚⼈の移動を分析し、イギリス帝国内の⼈⼝管理、植⺠地経営の分析を試
みた。20 世紀の植⺠地における移⺠研究において、本研究に最も関連が深いものとして網中昭
世の研究がある。網中は、植⺠地をまたぐ労働者の移動を分析したが、南アフリカ内部でアフリ
カ⼈労働者は研究の射程には含まれていない。 

以上述べたようにそれぞれの労働者についての研究は進んでいるものの、池本らが提起した
近代資本主義社会における「労働者の⾃由な契約という主張の 相対化」という視点が個々の研
究に⽣かされているとは⾔い難い。本研究は、共同研究によって「不⾃由な」労働⼒を俯瞰的に
分析することによって「労働者の⾃由な契約」の相対化を実証的に⾏う。 
 
２．研究の⽬的 

本研究の⽬的は、これまで個別に研究されてきた近代イギリスにおける「不⾃由な」労働者に
ついて共同研究によって実証的・相互補完的に研究し、さらに経済思想史および数量経済史の専
⾨家による横断的分析を加え総合的研究を⾏うことである。総合的に分析することによって「不
⾃由な」労働者に働く経済的、社会的、政治的⼒学を明らかにすることが本研究の学術的独⾃性、
創造性がある。こうした研究の結果、「不⾃由な」労働の実態の解明が進み、近代イギリス労働
者は「⾃由な⾏為者」であるという主張を相対化することが可能となる。さらに、労働市場にお
いて「不⾃由な」労働者に働く搾取と統合のメカニズムを明らかにし、その評価を⾏うことが可
能になる。 

本研究の第⼆の⽬的はそれぞれの「不⾃由な」労働者の必要性を訴える⾔説が、実際には児童
を⻑期間の年季徒弟として植⺠地に強制移送することに正当性を与える、といったように、経済
思想、社会からのまなざし、社会政策等が「不⾃由な」労働⼒創出の与えた影響を多⾓的に研究
することが可能となる。 

本研究は経済史研究と社会史研究を架橋することを⽬指している。経済学は主体的な個⼈を
前提とし、個⼈の意思決定について分析するが、社会学においては、個⼈は様々な社会的・⽂化
的・歴史的な⽂脈の中に置かれ、それゆえに主体的意思決定ができない点に焦点があてられる。
本研究によって、主体的な個⼈とみなされている、法的・制度的に⾃由な⽩⼈成⼈男性労働者が
直⾯する労働市場における 不⾃由さも考察する。 

 
３．研究の⽅法 
  2. 研究⽬的で触れたように本研究は経済史研究と社会史研究の架橋をめざし、学際的研究を
⾏う。本研究では、経済史以外を主たる専⾨分野としている研究者を多く組織化した。⽵内敬⼦、
⼭本千映 奥⽥伸⼦は経済史、江⾥⼝拓は経済思想史、並河葉⼦、吉村真美、⼤澤広晃はイギリ
ス帝国史、三時眞貴⼦は教育史をそれぞれ専⾨分野としている。この８⼈で 19世紀初期から 20
世紀中葉までのイギリスとイギリス帝国における「不⾃由な」労働者を分析する。 
 研究は、オーソドックスな歴史研究法に沿って⾏うことを予定していた。すなわち、それぞれ



 

 

が先⾏研究によって研究課題を明確にしたのち、国外の資料館等で必要な資料収集を⾏い、研究
会を通じて、意⾒交換を通して練り上げて⾏く、というものであった。 
 研究会は年 2 回を予定し、本研究メンバーではカバーできない部分については外部から研究
者を呼び報告等を依頼することとした。この⽅針にしたがって、2020年 2⽉まで順調に進んで
いたが、その後コロナウィルス感染防⽌のため国外出張、および国内の⼤学図書館が利⽤できな
い（それぞれの所属機関による出張禁⽌も含む）ため、資料収集が困難になった。そのため、そ
れまでに収集済みの資料やオンラインで利⽤可能な資料を利⽤することとし、当初の研究対象
を変更することとなった。 
各研究者の最終的な研究対象は以下のとおりである。 
並河（中沢） 葉⼦： 奴隷制廃⽌期のイギリス領⻄インドにおける奴隷 
森本（吉村） 真美  ：  イギリス 1830−40年代における囚⼈労働 
⽵内 敬⼦：イギリス⼯場法とジェンダーの関わり 
⼭本 千映 ：  1851年センサスにおける「働いていない」男たち   
三時 眞貴⼦： 20 世紀転換期における「適切な養育を受けていない」少年少⼥ 
江⾥⼝ 拓 ： ビアトリス・ウエッブの⼈的資本論と⾃由主義批判 
⼤澤 広晃 ： 20 世紀前半南アフリカにおけるアフリカ⼈労働者 
奥⽥ 伸⼦ ： 1940年代後半における東欧系避難⺠労働者 
                                 
また、外部の講師による研究会は以下のとおりである。 
・研究会： 2019 年 3⽉ 2⽇ 於 名古屋市⽴⼤学 
報告者：岩下 誠（⻘⼭学院⼤学  教育⼈間科学部 教育学科） 
報告テーマ：「保護主義的⼦ども期の臨界点―1990 年代以降の⼦ども史の研究動向に、20 世

紀アイルランドにおける未婚の⺟と婚外⼦を位置付ける―」 
 
・ワークショップ：2019 年 10⽉ 27 ⽇ 於⽴命館⼤学朱雀キャンパス 
報告者: シーハン・デ・シルヴァ・ジャヤスリヤ（ロンドン⼤学コモンウェルス研究所研究員）  
報告テーマ：「インド洋における不⾃由労働者（Unfree Labour in Sri Lanka:  Spillover 

of Abolition）」： 
 
・研究会 2022年 8⽉ 29⽇ 於愛知県⼥性総合センター会議室・11⽉ 5 ⽇ オンライン 
 報告者：鈴⽊英明（国⽴⺠族学博物館） 
報告テーマ「奴隷廃⽌の世界史から『不⾃由な』労働者を再考する」 

 
４．研究成果 

約 150年にわたる「不⾃由な」労働者の研究をとおして、全体として以下の３点を確認した。 
（１）「⾃由」「不⾃由」の２項対⽴の再検討 
「⾃由な」賃⾦労働とさまざまな制約がある「不⾃由な」労働とは⼆項対⽴ではなく、連続的

である。これは 21 世紀に⼊る頃から、アムステルダムの国際社会史研究センターのマルセル・
ファン・デル・リンデンを中⼼とした研究者⽬指した労働のグローバル・ヒストリーにおいて指
摘されていることである。ファン・デル・リンデン等は，従来の労働史が先進資本主義国と東欧
／ロシアに対象を集中したユーロセントリックな研究であると批判し，それ以外の地域の労働
史研究の成果を積極的に取り⼊れることで世界各地の不⾃由労働、強制労働の歴史の解明を進
める中で、上記を強調している。本研究は、資本主義経済が発展したイギリス国内において、⼥
性労働者や年少者の第⼆級の労働者と位置づけることによって⼈の属性によってある種の労働
者の労働を制限する⼀⽅、植⺠地に対して「⾃由労働イデオロギー」を導⼊し、賃⾦労働者を創
出する⼀⽅彼らを不⾃由にする差別の構造を作り上げていった。つまり⼀⾒⾃由な植⺠地の賃
⾦労働者には多くの制約が課されていた。 

その⼀⽅、不⾃由労働者はただ束縛されていただけではなく、さまざまな⽅法で⾃⾝のエージ
ェンシー（⾃発性）を発揮していた。⻄インド・プランテーションの⼥性の奴隷はプランテーシ
ョン経営者の努⼒にもかかわらず、出産奨励策にのることはなかった。南アフリカの⿊⼈労働者
は、彼らの職業と居住を管理しようという動きに反発をして、あえて失業状態にとどまることが
あった。第⼆次世界⼤戦後のイギリスに導⼊された東欧系避難⺠は政府の期待に反してイギリ
ス社会に「同化」することはなかった（イギリス社会の⼀員として労働、⽣活したが、⾃⾝のア
イデンティティは今⽇に⾄るまで保持している）。 

近代イギリスにおいても再考するべきは「⾃由な賃⾦労働者」と「不⾃由労働者」を対極にお
いてきた労働史のパースペクティブであるように思われる。 

（２）⾃由労働イデオロギー 
150年を通してイギリスと帝国に拡散し、拡散された⾃由労働イデオロギーはこの時代の労働

のあり様を規定した。⾃由労働イデオロギーは「賃⾦労働者は⾃由な存在であり，奴隷の対極に
ある」という考えであり、現実に合わないばかりでなく、深刻な負の側⾯がある。18 世紀末以
降のイギリスにおける奴隷制反対運動を研究した⽥村理はこのイデオロギーによって「奴隷制
は⼈道に反する悪」という考えが⼀般化するとともに，その裏とも⾔える考え，すなわち，「⾃



 

 

由契約に基づいてさえいればいかなる劣悪な雇⽤条件でも正当化される」という考え⽅に読み
替えられたことを強調する。本研究の成果は、この読み替えがイギリス国内及び帝国において、
深刻なで⻑期的影響をもたらしたことを⽰した。国内では、法律による労働者の保護は、「⾃由
契約」と⽭盾するために、保護をしようとすれば、その対象は⾃由契約を⾏う能⼒がない、⼆流
市⺠と認定せざるを得ない。その影響が深刻であったのは⼥性労働者であった。 

「⾃由労働イデオロギー」は植⺠地に輸出されたが、現地の労働者の労働観とは異なっていた。
⻄インドでは解放後の奴隷に、賃⾦労働者となって家族を⽀えるという家族像とセットで押し
つけられた。現実的に不可能であり、プランテーションが提供していた福利厚⽣がなくなったこ
とも相まって、解放された奴隷は⾃⾝の⽣活の維持のために地域外や国外への移⺠を積極的に
⾏うようになった。移⺠を前提とした経済、社会はその後⻑く継続することとなった。南アフリ
カでも同様に、アフリカ⼈労働者に⾃由労働イデオロギーを押しつけようとする動きがあり、多
くのアフリカ⼈が反発した。 

⾃由労働イデオロギーの負の側⾯を認識していたのが、世紀末のニュー（リベラル）⾃由主義
であった。特に江⾥⼝が着⽬したビアトリス・ポッター・ウェッブは 19世紀末のロンドン・イ
ーストエンドの調査をとおして、この点を認識するに⾄り、国家による介⼊の必要性を主張する
に⾄った。しかし、彼⼥が⼥性やユダヤ⼈を⾃ら労働組合を組織するなどして労働条件を改善す
ることができない⼈と位置づけたことの意味や影響については今後、⼀層の研究が必要である。 

（３）労働者のジェンダーと世帯、家事労働 
この点は当初想定したよりも多くの知⾒を得ることができた。分担者全員が研究においてジ

ェンダーを意識した結果であると思われる。 
これは２つの⽅向に発展した。⼀つは、従来の経済史では看過されがちであった家事労働と家
事労働者の重要性である。研究はこの 150年を通して⼥性を家事労働者として訓練しようとし、
家事労働へと追い込み、さらに家事労働者不⾜に外国⼈労働者を導⼊してようとしてきたこと
を⽰した。⼥性と家事の結びつきが⼥性の労働をことさらに不⾃由なものとしてきた。では家事
労働はなぜそこまで重要なのか。 
家事とケアは⼈々の再⽣産に直接的にかかわる。再⽣産に関わる労働はそれが滞ると当該社
会にとって深刻な問題になり，通常不可視化されている家事労働が⼀気に可視化する。奴隷貿易
の末期から廃⽌後の⻄インドのプランターたちによる奴隷制改善の動きは，奴隷の供給を貿易
に頼ることが不可能になったためプランテーション内での奴隷の再⽣産が必要になったためと
並河は指摘する。家事を経済史研究に積極的に取り⼊れようとしたヤン・デ・フリースは⼆つの
勤勉⾰命に挟まれた 19 世紀中頃から 20 世紀中葉の時期を「男性稼ぎ主モデル」の時代，すな
わち男性稼ぎ主（male breadwinner）が賃⾦によって世帯を⾦銭的に⽀え，⼥性が主婦
（homemaker）として消費財にかかわる労働を⾏うという性別分業が⽀配的だった時期と考え
る。ところで世帯内の消費財にかかわる労働を⾏う⼥性は男性稼ぎ主モデルが想定するように
「妻」でなければならないであろうか。結婚とともに独⽴した世帯を構えることが⼀般的なイギ
リスでは世帯内の成⼈⼥性は原則 1 名である。三世代家族ではないし⼦どもも⽐較的早く独⽴
するので世帯主の⺟（姑）や年⻑の⼥児の家事への貢献を期待できない。その結果、労働者階級
であれば妻が労働市場から撤退して家事を⾏うか，家事の質を落とすかという選択になる。経済
的に余裕があれば、労働市場から調達した⼥性労働者（家事奉公⼈）に家事労働を担わせること
が可能である。家事奉公⼈が世帯内の家事やケア労働を担うことが前提である場合，家事奉公⼈
不⾜は⾮常に深刻な社会的、政治的問題となった。イギリス社会およびイギリス的⽣活のあり⽅
を受けついだ帝国各地の社会において家事労働者の存在は，図１に⽰された循環の成⽴のため
に必須であり，社会，政府は個⼈宅であれ，施設であれ家事労働者の不⾜を看過できなかった。
本プロジェクトの多くで⼥性を家事労働者として訓練し、雇⽤し、固定化しようとする政府や社
会の動きを説明する仮説として本研究ではこのように考えた。 
今⼀つの視点は、「働かない男性」を計量的に研究することによって浮かび上がってきた視点

である。「男性稼ぎ主モデル」において成⼈男性は働くことは前提とされているし、センサスに
おいて労働可能年齢の男性の 90％以上が「就労」している。働かない男性に地主層や資産によ
って⽣活する者が多いことは事実であるが、こうした⼈々を除いた少数の「働かない」男性およ
び労働可能年齢を⼤きく超えて（80 歳代）働いている男性とその属する世帯を分析すると、イ
ギリスにおける典型的世帯（核家族、夫婦のみ、あるいは１⼈暮らし）ではない場合が多い。「働
かない」男性や⾼齢で働く男性は例外であるが、そうした例外的な男性の世帯が例外的というフ
ァインディンズは、男性の稼得能⼒と世帯維持との間の密接な関係があるのではないかという
仮説を⽰唆している。 

労働史研究において⼥性の労働⼒の変化は注⽬を集めてきた。⼀⽅、「働くこと」が当然視さ
れてきた男性にとって「働くこと」とは何であったか、「働くことができなくなった」男性が世
帯で置かれた位置や、家族の対応、社会の対応はいかなるものであったのか、労働の男性史の必
要性を⽰唆している。 

 
メンバーそれぞれの研究成果は以下に⽰す。 
なお、本研究は研究期間終了後、出版を⽬指して原稿を作成したので、以下はそれぞれの研究成
果をまとめた論⽂につけたタイトルを共に⽰す。 



 

 

 
並河葉⼦ 
「奴隷廃⽌期のイギリス領⻄インドにおける奴隷の『⾃由』と『不⾃由』」 
不⾃由労働の典型と⽬されてきた⻄インド植⺠地の奴隷を対象とし、奴隷制の改善の動きを実
証的に検討した。奴隷にとっての「⾃由」と「不⾃由」、奴隷の再⽣産、解放後の状況を分析し、
従来の奴隷研究とは異なった視点からこの問題にアプローチした。 
吉村真美 
「囚⼈労働と奴隷制：イギリス 1830−40年代の刑罰改⾰における議論」 
奴隷制廃⽌と同時期に重労働を課す懲役刑が成⽴していくという⽭盾をめぐる⾔説分析である。
イギリスの⽩⼈犯罪者のオーストラリア等への流刑と植⺠地間で⾏われていた契約労働者の移
動が並⾏していた状況について、イギリス帝国内での（半ば）強制的な労働移動が⼈種によって
異なった原則に従っていたことを⽰唆した。 
⽵内敬⼦ 
「イギリス⼯場法における「⾃由な」労働者という呪縛とジェンダーの関わり：1819 年⼯場法
の位置」 
初期の⼯場法において、誰が法的規制の対象となり、その理由は何かをめぐる⾔説を対象とした。
児童がジェンダー化される状況を⾔説を通して分析する。特に⼥児のジェンダー化を分析した。 
⼭本千映 
「働かない男たち：1851年センサスの分析」 
従来看過されてきた「働いていない」男性と⾼齢男性の就労を世帯構造と関連づけて分析した。
働き⽅が例外的な男性が属する世帯構造は例外的であるという本章の結論は、男性稼ぎ主モデ
ルとの関連で、男性労働者においてもジェンダー的視点を取り⼊れた研究の必要性を⽰唆する。 
三時眞貴⼦ 
「20 世紀転換期イギリスにおける『適切な養育を受けていない』少年少⼥への就労⽀援と『不
⾃由さ』：Reformatory and Refuge Union の活動報告から」 
19 世紀末の⼦どもに焦点を当て、⾃由な賃⾦労働こそが規範的な働き⽅とする⾃由労働イデオ
ロギーを押しつけられる労働者階級の少年少⼥にとって「⾃由」と「不⾃由」を考察した。 
江⾥⼝拓 
「ビアトリス・ウエッブの⼈的資本論と⾃由主義批判」 
ビアトリス・ポッター・ウェッブ（1858−1943）の「⼈的資本論」を 19世紀末イギリスにおけ
る産業衰退への危機感と重ね合わせて分析した。古典的⾃由主義が「⾃由」であると⽬された男
性成⼈労働者を念頭に置いている⼀⽅、19 世紀末の介⼊的⾃由主義は「⾃由な⾏為主体」では
ない「不⾃由な」労働者を念頭においていた。 
⼤澤広晃 
「20 世紀前半南アフリカにおけるアフリカ⼈労働者の『不⾃由さ』と救済の試み：ヨーロッパ
⼈・アフリカ⼈協議会の活動を中⼼に」 
南アフリカ⿊⼈労働者に押しつけられたパス制度、アフリカ⼈労働者の権利のために運動を⾏
ったフィランソロピー団体の活動を中⼼に分析する。またアフリカ⼈⼥性労働者の状況を通し
てエスニシティとジェンダーの複雑な関わりを検討する。 
奥⽥伸⼦ 
「家事労働者・『難⺠』・不⾃由な労働⼒」 
第 2 次世界⼤戦直後、ドイツに滞留することになった東欧からの避難⺠の中から若い⼥性を選
別し、強制送還をちらつかせながらイギリス⼈⼥性が就きたがらない病院等の施設家事労働者
へと導⼊した政策を対象に、政府による労働者の細分化の実態を分析する。 
⽵内の研究と江⾥⼝の研究は密接に関連しており、「⾃由な⾏為主体」による「⾃由な労働」は
近現代イギリスおよびイギリス帝国で働く多くの労働者にとっては幻想であったが、その幻想
ゆえに全ての労働者のディーセントな働き⽅が阻害され、⼥性や⼦供など「⾃由な労働」ができ
ない⼈々の弱者としての⽴場が固定化されたことを指摘する。 
なお、本プロジェクトは 2022年 5⽉ 1⽇に開催された第 91回社会経済史学会全国⼤会パネル
３「イギリス帝国における近代の『不⾃由な』労働を再考するーイギリス・⻄インド・南アフリ
カ」として報告を⾏った。組織者は奥⽥伸⼦、報告者は奥⽥伸⼦、並河葉⼦、三時眞貴⼦、⼤澤
広晃、 討論者として⿑藤健太郎・京都産業⼤学経済学部教授にお願いした。 
今後残された課題として、本研究では⼗分カヴァーすることができなかったイギリス帝国の環
インド洋地域およびアフリカにおける「不⾃由な労働」の実態の解明がある。2019 年のシーハ
ン・デ・シルヴァ・ジャヤスリヤの報告はスリランカについて、2022 年の鈴⽊英明の報告はア
フリカ東岸を対象とした「不⾃由労働」に関する報告であり、ともに本研究の研究視⾓がこの地
域の研究にも有効であることを⽰した。また、イギリスから新⼤陸等に渡った契約労働者につい
ても⼗分にカヴァーすることができなかった。これらの研究とともに他の帝国との⽐較研究に
よってより「不⾃由な」労働者の歴史について理解が進むものと考えられる。 
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